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政策・事業体系上の位置づけ  

 

 政策：一人ひとりが尊重され、誰もが参画できる社会の実現 

 施策：112 男女共同参画社会の実現 

 施策の数値目標：男女共同参画意識普及度 

 

 

基本事業の目的  

【誰、何が（対象）】 

県民一人ひとりが 

【抱えている課題やニーズ】 

性別による固定的な役割分担意識が強く、それらに基づく制度や慣行が社会のあらゆる場面に根強

く残っている 

 という状態を 

【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】 

性別による固定的な役割分担意識を見直すなど、男女共同参画意識が普及している 

 という状態にします。 

【その結果、どのような成果を実現したいのか（結果＝施策の目的）】 

県民一人ひとりが性別にとらわれず、生き方や価値観を尊重し合いながら、社会のあらゆる分野で

共に参画している 

 

基本事業に関する各種データ 

 

基本事業目標項目及びコスト  

 

    2003 2004 2005 2006 

目標 218 235  260県の支援による男

女共同参画の学習

機 会 の 提 供 回 数

(回) 

[目標指標] 
実績 226  
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必要概算コスト（千

円）   173,563 179,897 0 0

予算額等（千円）   97,948 109,849  

概算人件費（千円）   75,615 70,048 0 0

所要時間（時間） 所要時間合

計(時間) 17,876 16,560 0 0

  
所管所属分

(時間) 12,293 10,560  

  
関係機関分

(時間) 5,583 6,000  

人件費単価（千円／

時間）   4.23 4.23 4.21 

必要概算コスト対

前年度（千円）    6,334  -179,897  0

 

 

数値目標に関する説明・留意事項  

県が支援する男女共同参画を学ぶ機会の提供回数を目標値として設定しています。 

2002 年度の 205 回から 2006 年度には 260 回をめざし、2003 年度は 218 回を目標としました。 

 

基本事業の評価 

 

2003 年度を振り返っての評価  

【これまでの取組と成果、成果を得られた要因と考えられること】 

●事業等を通じてのパンフレット配付、事業案内を兼ねてのチラシ配付（伊勢市・小俣町・二見町・

御薗村での全戸配付）、フォーラム・講座・研修会の開催、啓発教材を使ったワークショップの開

催などにより、県民各層に対する男女共同参画意識の普及を進めています。 

●また、男女共同参画についての理解を促進するため、積極的に出前トークに出かけ、男女共同参

画について考える機会の提供に努めました。 

●男女共同参画センターでは、男女共同参画に関する情報提供、啓発・研修、相談事業などを実施

しています。 

 

【前年度に残った課題、その要因と考えられること】 

●平成 12 年 12 月に県民を対象に行った「男女共同参画に関する県民意識と生活実態調査」による

と、性別に基づく固定的役割分担意識は、女性よりも男性、若年者よりも高齢者の方が高いという

結果になっています。 

●男女共同参画社会の実現には、県民の自主的な取り組みが不可欠です。地域における主体的な行

動に向けての働きかけが必要です。 

 

他の施策や重点プログラム等への貢献（総合行政の視点等）  

●生活の様々な場面に見られる固定的な意識の改善をめざすことから、環境、少子・高齢化、雇用、

地域づくりなど、多様な分野と連携した取組を進めています。 

●また、リーダー育成という意味で、人づくりを重視しています。 
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4,500 2,500 1,000 -558 ↑ 現状維持 間接的 中期的 F (重)ひとにやさし

いまちづくり支援事

業（再掲） 
各地域の小学校区程度の範囲の中で、人権

の視点からひとにやさしいまちづくりを推

進するための、住民等が主体となるモデル

的な取組に対し支援を行う。 

地域住民が「人権の視点」で自らのまちを見つめ直

し、交流することで人権尊重の社会を実現していく

ことから、多くのモデル地区に広めること。 

4,616 3,201 1,160 910 → 現状維持 直接的 即効性 G 日本まんなか共和

国男女共同参画サミ

ット事業 
平成１３年度から「日本まんなか共和国」

（三重、福井、岐阜、滋賀）の取組の一環

として、「日本まんなか共和国女性サミッ

ト」が開催されている。 

平成１６年度は４県持ち回り開催一巡目の

最終として三重県で開催し、女性リーダー

や合同ワークショップ開催などにより、４

県のリーダーや幅広い分野のワークショッ

プによる交流を通じて、県内の男女共同参

画の気運の醸成、リーダーの育成を図る。

また、県民からの公募により実行委員会を

組織し、大会を運営することで、人材育成

につなげる。 

サミット実施の一巡目最終年にあたることから、集

大成となるよう、主催県としてリーダーシップを発

揮すること。 

1,461 572 1,000 -650 → 現状維持 間接的 中期的 H アイリスネットワ

ーク推進事業 有識者、各種団体、行政関係等で構成する

民間の男女共同参画推進組織である「アイ

リス２１推進連携会議」を設置し、各種団

体による情報・意見交換を通じて男女共同

参画推進の取組を促進するとともに、各種

団体、行政、教育等幅広いリーダー層に対

する男女共同参画意識の浸透を目的とする

働きかけとして、トップセミナーを開催す

る。 

多数の構成員を擁する各種団体の取組が、今後の男

女共同参画の推進に大きく影響すると考えられる

ことから、団体等の主体性の発揮を促進する働きか

けに努めること。 

86,246 5,026 6,800 -1,521 → 現状維持 直接的 中期的 I 男女共同参画セン

ター管理運営 ①指定管理者制度及び利用料金制度の導入

によるサービスの向上。②ｾﾝﾀｰ内施設・設

備の適切な運営・管理、恒常的な保守点検

及び破損個所の改修・修繕。③来館者、利

用者の安全確保、サービス向上のための警

備④清掃、景観維持等を行う。 

来館者・利用者のニーズに対応した施設運営を行う

こと。 

33,140 86 21,550 -312 ↑ 改善する 直接的 即効性 J 人権教育セットア

ッププラン２１事業

（再掲） 
県内すべての小・中学校及び県立学校が地

域と連携を図りながら、子どもや教職員が

豊かな人権感覚を身につけ、人権感覚あふ

れる学校づくりを目指すため、人権教育実

践推進事業や研修会などを行う。 

２００４年度は最終年度にあたります。取組み内容

の整理と成果の具体化、さらに今後の展望も含めて

の事業展開が必要です。 

2,560 -1,900 480 -3,320 → 現状維持 間接的 中期的 K 人権研修支援事業

（再掲） 各部局で実施される人権研修を支援するた

め、研修教材を作成し、また、ファシリテ

ーターを養成する研修を実施する。 

職員の重要な基本的資質としての「人権意識」がし

っかり身に付く効果的な研修を実施すること。 

 

2003 年度をもって休廃止した事務事業（休止中含む）  

種別 事務事業名 理由 2003 年度 

予算額等（千円） 

2003 年度 

所要時間（時間）

    

    

    

    

    

    



11202 男女共同参画に関する意識の普及と教育の推進 

                                  

    

    

    

    

    

 


